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1．　 ま え が き

溶 接 施 エ 管 理 シ ス テ ム の 開発 　 （第 1 報 ）

一
シ ス テ ム の 提 案 と要 素 開 発

一

  　 東 芝 　 重 電 技 術 研 究 所

京 浜 事 業 所

Q 本 多啓 三 　 布 施 俊 明 　 小 走 利 男

　細 川 倚 男 　水 溜 守 洋

　多 紀 圭 史 　 竹 中
一

博

　構 造 物 の 溶 接 施 工 に お・い て 、 技 能 を 技 術 に 置 き換 え る 作 業 を 徹 底 す る こ と は 、 熟

練 工 対 策 や 溶 接 合 理 化 に は 欠 か せ な い 。 そ の た め に は 、 現 在 の 溶 接 施 工 管 理 を さ ら

に 強 力 に 行 な え る シ ス テ ム が 必 要 と な る 。

　本 研 究 は 、 以 上 の 目 的 で 溶 接 施 工 管 理 シ ス テ ム を 検 討 し 、 製 作 し よ う と す る も の

で あ る 。 そ の 第 1 報 と し て 本 報 で は 、
シ ス テ ム の 提 案 と要 素 機 器 の 開 発 結 果 を 報 告

す る 。

2． 溶 接 施 工 管 理 シ ス テ ム の 構 成

　 Fig ．1 に シ ス テ ム の 構 成 図 を 示 す 。 与

え ら れ た 溶 接 継 手 の 品 質 要 求 レ ベ ル K 基

き ， フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保 存 し た パ ラ

メ ー タ 群 か ら 必 要 な 溶 接 パ ラ メ
ー

タ を 選

択 す る 。 こ れ を パ ー
ソ ナ ル コ ン ピ ュー タ

に 接 続 さ れ た パ ブ ル カ セ ッ ト ユ ニ
ッ ト

（BCU ） に よ っ て 、
バ ブ ル カ セ ッ ト に 格

納 す る 。 こ の カ セ ッ ト を 各 現 場 に 設 置 さ

れ た 制 御 装 置 の BCU に 挿 入 し 、 適 正 溶

接 パ ラ メ ー タ を 制 御 装 置 の メ モ リ に 転 送

す る 。 溶 接 は 与 え られ た 溶 接 パ ラ メ
ー タ

に 従 っ て 行 な うが 、 施 工 条 件 の 変 化 （開

先 ギ ャ ッ プ等 ） に ょ っ て 不 具 合 の あ る 場

合 は 、 溶 接 士 に よ っ て パ ラ メ
ー タ の 微 調

整 を 行 な う 。 溶接 中 の デ ー タ は 、適 当 な

サ ン プ リ ン グ 間 隔で バ プ ル カ セ ン ト に 保

存 さ れ る と 同 時 に 、 必 袈 に 応 じ て プ リ ン

ト ア ウ ト さ れ る 。 溶 接 終 了 後 、 バ ブ ル カ

セ ッ ト を 再 び パ ー
ソ ナ ル コ ン ピ ュー タ の

BCU に 挿 入 し 、施 工 デ
．一

タ を フ ロ
ソ ピ

ー
デ ィ ス ク に 保 存 す る 。

3．　 溶接 用 制 御 装 置

　 Fig ．2 に 本 シ ス テ ム の 要 素機 器 で あ る

制 御 装 i の ブ ロ
ッ ク 図 を 示 す 。 制 御 装 置

は 2 個 の CPU （ Z − 80 ）か ら な り、
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Fig ．1Procedure 　Controlling 　System
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Fig ．2　 Block 　 Diagram 　 of 　 Controller
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主 と し て メ イ ン CPU は 外 部機 器 と の 入 出 力 制 御

を 担 当 し 、 サ ブ CPU は 操作 パ ネ ル 及 び テ ィ
ー

チ 　
ン グ ボ ッ ク ス パ ネ ル 上 の キ ー ボ ー

ド ス イ ッ チ ・

LED 表 示 等 を 制 御 して い る 。 メ イ ン CPU に 接

続 さ れ る 外 部 機 器 は 溶 接 電源 ・溶 接 用 駆 動 装 置 及

び セ ン サ で あ る 。 溶 接 電 源 に 対 し て は 電 流 ・
電 圧

等 の 指 示 値 を ア ナ ロ グ 出 力 と し て 与 え 、 サ ン プ リ ン

グ す る 溶 接 テ
ー

タ は A ／ D コ ン バ ー
タ を 介 し て 入

力 す る 。

一
方 、 溶 接 用 駆 動 装 置 に 対 し て は 、

パ ル

ス エ ン コ
ー

ダ 等 か ら の パ ル ス を 読 み 取 る カ ウ ン タ

を 用 意 し 、 ポ テ ン ン ヨ 等 か ら の ア ナ ロ グ 入 力 に 対

応 す る 機 能 も備 え て い る 。
セ ン サ は 実 績 の あ る 接

触 式 セ ン サ を 用 い て 記 憶 な ら い や 遅 れ な ら い を 可

能 に して い る 。 ま た サ ブ CPU には、 シ リア ル 1／ 0
・パ ラ レ ル 1 ／ 0 を 介 し て BCU と ミ ニ ブ

リ ン タ が 接 続 さ れ て い る 。 Fig ．3 に 制 御 装

置 の 操 作 パ ネ ル 外 観 を 示 す 。

4． 適 用 例

　 本 シ ス テ ム を GTAW に 適 用 し た 例 と し

て 、 固定 管 全 姿 勢 溶 接 装 置 を Fig ・4 に 示 す 。

本 装 置 の 主 な 特 徴 は 、  セ ン サ に よ る 自 動

テ ィ
ー

チ ン グ
、   多層 盛 シ フ ト 及 び周 分 割

条 件 の 記 憶 ・再 生 、   ソ フ ト ウ ィ
ー

ビ ン グ

等 で あ る 。 Fig ．5 は 、主 と し て 配 管 溶 接 を

想 定 し た パ ラ メ
ー

タ 選 択 プ ロ グ ラ ム の 表 示

例 で あ る 。
ソ フ ト ゥ ェ ア は 、 デ ー タ 入 力 チ

ャ ン ネ ル ・検 索 チ ャ ン ネ ル ・
条 件 選 択 チ ャ

ン ネ ル か ら 構 成 さ れ て い る 。 条 件 選 択 チ ャ

ン ネ ル で は 、 既 入 力 デ
ー

タ の 検 索 項 目 の 完

全 ・
不 完 全 に よ っ て デ ー

タ の 取 扱 い を 区 別

す る こ と が で きる 。

5，　 あ と が き

　 溶 接 施 工 の パ ラ メ ー
タ 管 理 を 強 化 す る た

Fig ．3　Controller

Fjg ．4　Application 　for 　 Orbital
　 　 　 Welding

　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　 Fig ．5　Screen 　 Display

め の 施 工 管 理 シ ス テ ム を 提 案 し、 要 素機 器 を 開 発 し た 。 本 シ ス テ ム で は ，
パ ラ メ ー

タ 選 定 を 行 な う市 販 の パ ー
ソ ナ ル コ ン ピ ：一一

タ と溶 接 制 御 装置 と の 間 を オ フ ラ イ ン

化 す る こ と に よ り 、
パ ソ コ ン の ノ イ ズ 障 害 対 策 は 不 要 と な り 、 複 数 台 の 制 御 装 置 の

パ ラ メ ー
タ 設 定 も容 易 と な っ た 。

6，　 参 考 文 献

　 1） 本 多 他 ： オ 7 ラ イ ン テ ィ
ー

チ ン グ に よ る 製 造 自動 化 、溶接技術 　19851 月号

103

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


